
全ての⼈々のためのデジタル包摂性に関する G20 マセイオ閣僚宣⾔ 
 （マセイオ、2024 年 9 ⽉ 13 ⽇）  

  
 
1. 我々、G20 デジタル経済担当⼤⾂は、2024 年 9 ⽉ 13 ⽇にブラジル・マセイオで
会合を開いた。過去の議⻑国の成果及びコミットメントを踏まえ、我々はデジタル包摂性と
普遍的で意味のある接続性、デジタル政府と包摂的なデジタル公共インフラ、オンライン上
の情報インテグリティとデジタル経済における信頼性、包摂的で持続可能な開発と不平等
削減のための AI に関する議論を⾏った。 
 
2. 我々は、安全性、強靭性、セキュリティ、信頼性を構築するとともに、⼈類とその
発展を中⼼に据え、⼈権の保護、推進、⼗分な享受をもたらす、実現可能で、包摂的で、オ
ープンで、公平かつ⾮差別的で、安全安⼼で、持続可能なデジタル経済を創出することの重
要性を再確認する。我々は、デジタル分野における国際協⼒、パートナーシップ、イノベー
ション、競争、起業家精神の役割を認識するとともに、既存の格差を解消し社会ならびに全
ての⼥性や少⼥及び脆弱な状況にある⼈々を含む個⼈に⼒を与えるためのデジタル技術の
変⾰⼒を認識する。そのため、我々は、発展途上国を初めとする全ての国々のニーズ、状況、
能⼒を念頭に置きつつ、また、持続可能な開発⽬標 （SDGs）の達成を⽬的して、デジタル
トランスフォーメーションの恩恵を世界各地に⾏き渡らせるため、課題に対処し、デジタル
トランスフォーメーションの潜在⼒を活⽤することにコミットする。 
 
3. 我々は、G20 デジタル経済作業部会（DEWG）での議論が、国連での未来サミッ
トの⽂脈におけるグローバル・デジタル・コンパクトに関する進⾏中の議論への各国の貢献
に対する貴重な⾒識を提供することを期待する。また、この議論が全ての⼈々にとってより
包摂的で公平なデジタルの未来への道を開くと期待する。 
 
デジタル包摂性、普遍的で意味のある接続性 
 
4. 我々は、デジタル接続が拡⼤しているにもかかわらず、世界⼈⼝の 3 分の 1、その
⼤半が開発途上国、特に後発開発途上国の⼈々であるが、アクセシビリティ、アフォーダビ
リティ、デジタルリテラシー及びデジタルスキルの不⾜により、インターネットに接続でき
ないままであることを考慮し、全ての⼈々にとって普遍的で意味のある接続性を実現すると
いう我々のコミットメントを確認する。また、我々は、2030 年までにジェンダー間のデジ
タルデバイドを半減させるという 2023 年の G20 ⾸脳のコミットメントを再確認する。我々
は、この接続性のギャップを埋めるためには、⼗分なサービスを受けていない⼈々や接続さ
れていない⼈々の特定のニーズに対応するための協調的かつ的を絞った取組が必要であり、



信頼性が⾼く、レジリエントな⾼性能なインフラによる普遍的な接続性だけでなく、脆弱な
状況にある利⽤者に、安全で、満⾜のいく、豊かで、⽣産的なオンライン体験を、⼿頃なコ
ストで提供できるような、安全で、持続可能で、⾼品質な接続性、すなわち意味のある接続
性を提供することが必要であることを認識する。 
 
5. 客観的な指標を通じてこの接続性のギャップを監視 ・測定することは、効果的な政
策⽴案に貢献し、投資を刺激することができる。この観点から、我々は、⼗分なサービスを
受けていない⼈々や接続されていない⼈々の視点や、G20 メンバーやそれ以外の国々の特
定の状況、ニーズ、能⼒を考慮に⼊れながら、普遍的で意味のある接続性の測定のための指
標や測定基準を開発し、これらの指標に関するガイドラインの共通理解を促進するための
現在の取組が進んでいることを認識する。この協議に貢献するものとして、我々は、ITU と
共同で作成された 「普遍的で意味のある接続性のための指標に関する G20 ガイドライン （付
属書１）」、及びブラジル議⻑国下において発表された報告書 「普遍的で意味のある接続性 ：
指標と測定基準の枠組み」を歓迎する。 
 
6. 意味のあるデジタル包摂性を実現するためには、デジタルリテラシーとデジタル
スキルが不可⽋であると我々は認識している。デジタル技術にアクセスし、ナビゲートし、
理解し、活⽤する能⼒を⾝につけることで、批判的思考、創造性、問題解決能⼒を通じて、
すべての⼈がデジタルの世界に⼗分にかつ安全に参画し、個⼈的な、教育上の、あるいは職
業上の開発のために⼗分にデジタルツール及びサービスを活⽤することを可能にする。 
 
7. 今年、G20 DEWG で開催された 「普遍的で意味のある接続性に関するワークショ
ップ」では、⾰新的で包摂的な資⾦調達メカニズムの潜在的な役割や、デジタルインフラの
ギャップを埋めるための創造的な資⾦調達の実施戦略やツールについて議論された。国際
開発⾦融機関、地域開発⾦融機関、政府、市⺠社会、⺠間セクターを含むあらゆる資⾦源か
らの融資の選択肢は、これらの取組を進める上で重要な役割を果たすことができる。この観
点から、我々は、ITU の⽀援の下、「デジタルインフラ投資のイニシアティブに関する G20
セミナー」を開催したことの価値を認識する。 
 
デジタル政府と包摂的なデジタル公共インフラ  
 
8. 我々は、包摂的で、オープンで、アクセス可能で、公平で、⼈間中⼼で、安全安⼼
で、信頼性が⾼く、持続可能で、開発志向のデジタルトランスフォーメーションを推進する
重要性を再確認し、こうしたデジタルトランスフォーメーションの中でデジタル公共イン
フラ （DPI）に基づくものを含むデジタル政府サービスは、プライバシー、個⼈情報、⼈権、
基本的⾃由を保護しつつ、デジタル時代における公的部⾨の即応性、有効性、透明性、信頼



性の向上に重要な役割を果たし得る。この観点から、我々は、「DPI システムに関する G20
枠組み」を想起する。 
 
9. 我々は、DPI の基本である、デジタル ID がデジタル包摂性への⼊⼝及び持続可能
な開発⽬標 （SDGs）16.9、つまり 「2030 年までに全ての⼈々に法的な⾝分証明を提供する」
を達成するためのメカニズムとなることが多いことを認識する。我々は、セキュリティ、プ
ライバシー、個⼈情報保護に関して適⽤可能な法的枠組みに準拠する形で実施される信頼
性の⾼いデジタル ID 及び効果的な認証ポリシーは、サービス及び事業機会へアクセスする
際の障壁の削減に寄与し、政府サービスの透明性、説明責任、効率性、デジタル経済の信頼
性を差別なく促進することを認識する。G20 メンバー及び招待国は多様なアプローチを有
するとともにデジタル ID 及び認証に関して異なる実施段階にありうることを考慮及び認識
し、我々は、OECD との協働で開発された「デジタル ID のガバナンスに関する G20 ⼀般
原則（付属書 2）」を歓迎する。 
 
10. 我々は、相互運⽤性に基づくものを含む、また、セキュリティ、プライバシー及び、
個⼈データ ・⼈権 ・知的財産権の保護に関するものを含む適⽤可能な法的枠組みに準拠した、
管轄権内のデータアクセス及びデータ共有は、公益のために官⺠両セクターに対するデー
タの潜在⼒を引き出すことを認識する。この観点から、我々は、オープンソースソフトウェ
ア、オープン・アプリケーション・プログラミング・インターフェース （API）及びオープ
ンスタンダード、セキュリティ・バイ・デザイン・ソリューションを含む、それらをサポー
トする国際規格が有する重要な役割も認識する。データ共有の⽂脈において、我々は、適⽤
される国内 ・国際的な法的枠組みを尊重しつつ、また、開発に果たすデータの役割を認識し
つつ、データの越境移転と信頼性のある⾃由なデータ流通を実現することの重要性を再確
認する。ブラジル議⻑国から提出された 「公益のための公共機関及び⺠間セクターとのデー
タアクセス及びデータ共有に関する G20 ⼤綱」は、適切な防護措置を伴うデータアクセス
及びデータ共有ソリューションの導⼊及び強化に関する参照⽂書を構成している。 
 
11. 安全でプライバシーが保護されたデジタル公共インフラに基づくものを含むデジ
タル政府サービスはイノベーションと持続可能な開発を推進する全社会的なデジタル能⼒
を提供する潜在⼒を有しているため、デジタル経済における包摂性の触媒となり得ることを
我々は認識する。G20 DEWG ブラジル議⻑国が企画したバーチャルワークショップ 「デジ
タル政府と包摂性」は、デジタル包摂性とデジタル公共インフラの公平なデジタルトランス
フォーメーションに対する貢献に関する対話を中⼼に据えた。 
 
 
 



オンライン上の情報インテグリティとデジタル経済における信頼性 
 
12. 私たちは、デジタルプラットフォームが、地理的な境界の内外を問わず情報発信を
強化し、コミュニケーションを促進することで、デジタルエコシステムとオンライン交流を
再形成してきたことを認識する。しかしながら、情報領域のデジタル化と AI のような新技
術の加速的な進化は、偽 ・誤情報、ヘイトスピーチ、その他の形態のオンライン上の有害情
報のスピード、規模、範囲に劇的な影響を与えており、この現象はデジタル領域における
様々な経済的インセンティブによって悪化している。私たちは、関連する政策及び適⽤され
る法的枠組みに沿ったデジタルプラットフォームの透明性と責任の必要性を強調し、この点
においてプラットフォーム及び関連するステークホルダーと協⼒することを追求する。 
 
13. したがって、信頼性が⾼く、多様で正確な情報と知識をタイムリーに提供できる情
報エコシステムの結果として理解される、情報インテグリティを促進することの必要性を認
識する。情報インテグリティが⽋けた場合、デジタル経済や公的機関、さらにガバナンスや
⺠主的プロセスに対する信頼が揺らぎ、社会的結束や経済的繁栄、⼈権を⾏使する能⼒に悪
影響を及ぼす可能性がある。情報インテグリティを保護することは情報エコシステム及び科
学的・歴史的知識に対する信頼を維持するためにも不可⽋であり、特に脆弱な状況にある
⼈々に影響を与える⼆極化の傾向を最⼩限に抑えられる。また、政治的、社会的、経済的不
安定性、急進化及び暴⼒的過激主義の緩和にも貢献し、環境悪化への対応も促進する。この
現象の世界的な広がりをよりよく評価するための取組として、ブラジル議⻑国は、この議論
に情報を提供するユネスコの貢献を認識する。 
 
14. G20 メンバーやそれ以外の国々は、全てのステークホルダーの意義ある参加を得
て、各国の具体的な状況を考慮した上で国際法及び適⽤される法的枠組みに合致する⽅法
によって、様々なアプローチを通じて情報インテグリティを促進することができる。情報へ
アクセスし分析する能⼒は、偽 ・誤情報に対する社会の強靱性を構築するために不可⽋であ
るため、私たちは、⼥性及び少⼥に偏った影響を与えるオンライン上の有害情報のリスクを
特定し、軽減するための意識を⾼め、利⽤者を⽀援するために、オンライン安全教育やデジ
タルメディアや情報のリテラシーへの投資を奨励する。これと並⾏して、偽 ・誤情報に対抗
するための、独⽴した、事実に基づいた、証拠に基づく情報へのアクセスを通じることを含
め、持続可能で強固なデジタルエコシステムと多様で強靱な情報環境を促進することは重要
である。適⽤可能な法的枠組みを認識しつつ、我々は、⼈権と基本的⾃由を保護しつつ、オ
ンライン上の有害情報のリスクを軽減するために、デジタルプラットフォームの透明性と説
明責任を強化することを⽬的とした政策とガバナンスの⼿段の例をまとめた付属書３に従
って、各国が情報インテグリティとデジタル環境における信頼性を促進することを奨励する。 
 



15. 情報インテグリティを保護し促進するために、情報エコシステムにおける⼈⼯知能
（AI）ソリューションの開発と展開は、特にコンテンツのパーソナライズ、モデレート、⽣
成を⽬的とする場合は、プライバシー、個⼈データの保護と、⼈権、基本的⾃由、知的財産
の尊重を確保するために、適⽤される法的枠組みを遵守し、⼈間の監視のもと、倫理的で、
透明性があり、監査可能で、説明責任を果たすべきである。また、バイアスを効果的に軽減
すること、特に、脆弱な状況にある⼈々に不釣り合いに過剰な影響を及ぼす可能性のあるバ
イアスを軽減することも重要である。我々は、コンテンツ認証と来歴管理メカニズム、及び
関連する技術標準が、AI が⽣成したコンテンツの識別に役⽴ち、利⽤者が情報操作を識別
できるようになる可能性があると考える。知的財産権、プライバシー、データ保護を尊重し、
データ、アルゴリズム、コンテンツモデレーションに関する、適切な保護を伴う透明性と説
明可能性は、健全な情報エコシステムを構築するための鍵となり得る。G20 メンバー及び
招待国は、情報インテグリティの低下とそのデジタル経済への影響に対処するイニシアテ
ィブとベストプラクティスに関する協⼒と情報共有を奨励する。 
 
16. G20 メンバー、招待国及び招待国際機関及び市⺠社会と⺠間セクターからの参加
者は、DEWG サイドイベント 「情報インテグリティの促進：オンライン上の偽情報、ヘイ
トスピーチ、公的機関への脅威への対抗」において、情報インテグリティに関する世界的な
議論の現状について検討する機会を得た。このイベントの中で、ブラジル議⻑国は、国連、
ユネスコ、及び関⼼を持つ国々と連携して開発された 「気候変動に関する情報インテグリテ
ィのためのグローバル・イニシアティブ」を発表した。 
 
包摂的で持続可能な開発と不平等削減のための AI 
 
17. 我々は、安全、安⼼で信頼できる⼈⼯知能 （AI）が、透明で倫理的で責任と信頼性
のある⽅法で適⽤された場合、社会、経済、環境の 3 つの次元において、経済成⻑と包摂的
で持続可能な開発を達成するための触媒として機能する可能性があることを認識する。我々
は、G20 AI 原則及び UNESCO AI 倫理勧告を再確認する。G20 ニューデリー⾸脳宣⾔にお
いて反映された我々の⾸脳の合意に基づき、また、これまでの議⻑国を踏まえ、我々は、AI
を善のため、全ての⼈のために活⽤すること、また、AI の潜在⼒を最⼤限に引き出し、全
ての⼈のためにその恩恵を共有し、そのリスクを軽減することへの我々のコミットメント
を再確認する。 
 
18. 我々は AI における国際的な取組及びイニシアティブが継続していることを認識し、
特に国連総会決議 「持続可能な開発のための、安全、安⼼で信頼できる AI システムの機会
を捉える」と「AI の能⼒構築に関する国際協⼒の強化」が合意採択されたことを評価し、
「⼈⼯知能に関する事務総⻑のハイレベル諮問機関」の報告書の公表を期待する。 



 
19. 我々は、AI を善のために活⽤するというコミットメント及び、AI の可能性を最⼤
限に引き出し、その恩恵への公平なアクセスと共有を促進するバランスの取れたアプロー
チをとる決意を再確認する。また、我々は、セキュリティ、プライバシー及び、個⼈データ ・
⼈権 ・知的財産権の保護に関する適⽤可能な法的枠組みと整合性のある、リスクに基づき、
⼈間中⼼で、開発志向の、イノベーションに親和的な AI の政策とガバナンスのアプローチ
にコミットすることにより、この技術から得られる利益を促進し、リスクを軽減するための
我々の取組を強調する。さらに、包摂的で持続可能な開発と不平等削減のための AI に関す
る国際協⼒と更なる議論を促進するために協⼒するというコミットメントを強調する。こ
の意味で、我々は、UNESCO の活動を活⽤し、UNESCO と協⼒した「善のため、全ての
⼈のための AI の開発、展開及び利活⽤のためのリソースの有効化（付属書４）」を歓迎す
る。 
 
20. 我々は、AI やその他のデジタルデバイドから⽣じる課題、そして、条件、可能性
及び能⼒の⾯で、国内及び先進国と開発途上国の間に存在する格差を縮⼩する必要性も同
様に認識している。私たちは、貧困と闘い、世界の進歩に貢献するツールとして、包摂的で
持続可能な開発のために AI を活⽤する道筋を⾒出し、万⼈の利益につなげる必要性を認識
している。加えて、多くの場合世界的な範囲において、AI システムは、多様で代表的なデー
タセットに基づき、多様な範囲の⾔語、社会⽂化、⼈種、地理といった背景を反映するよう
努めるべきであり、そのライフサイクルを通じて、差別的あるいはバイアスのあるアプリケ
ーションや結果を強化したり、永続させたりすることを避けるよう努めるべきである。 
 
21. 我々は、AI が有する国内及び国際間のデジタルデバイドを拡⼤させる潜在的なリ
スクを懸念し、この領域における包摂的な国際協⼒の推進、特に能⼒構築、共同研究、⾃発
的な技術移転及び知識の共有について、相互に合意された条件での推進を求める。これは、
デジタルトランスフォーメーションにおける全ての国、特に発展途上国の参加を拡⼤し、そ
の恩恵を活⽤し、責任ある倫理的な⽅法で、安全、安全で信頼できる⼈⼯知能システムの開
発、展開、利活⽤に効果的に参加するためである。その意味で、我々は、全ての国、特に発
展途上国が技術的専⾨知識と能⼒を開発する可能性を強化し、データと計算リソースを活
⽤し、AI の利益を⼤規模に提供するオープンソースのテクノロジーとシステム、及びオー
プンデータの可能性を実現することの重要性を強調する。ブラジル議⻑国は、UNESCO の
⽀援を受けて作成された 「⼈⼯知能の準備と能⼒評価のためのツールキット」を公表した。 
 
22. 我々は、G20 メンバー及び招待国による、AI を活⽤したソリューションによる公
共サービス向上への取組を評価する。 ブラジル議⻑国下において発表された報告書「G20
における公共サービス向上のための AI 導⼊のマッピング」は、政府が AI ソリューション



を採⽤する際に直⾯する重要な機会と課題を提⽰している。我々は、経済的、社会的、環境
的な地球規模の課題への対応及び様々な分野での AI の採⽤におけるさらなる交流と協⼒を
奨励する。 
 
23. G20 サイドイベント「社会的公平性と持続可能な開発のための⼈⼯知能の活⽤」
は、G20 メンバー及び招待国が、条件、可能性、能⼒の⾯で広まっている格差から⽣じる課
題について議論し、政府及び、⺠間セクター、アカデミア、市⺠社会を含む関係ステークホ
ルダーに、そのような課題に対応するために必要な能⼒とツールを提供するための潜在的
な解決策を探る機会となった。 
 
結語 
 
24. ブラジル議⻑国の下、G20 デジタル経済作業部会 （DEWG）に対する G20 メンバ
ー、招待国及び招待国際機関の貢献に感謝する。特に、ナレッジパートナーとして成果達成
に向け貴重な意⾒を提供した国際電気通信連合 （ITU）、経済協⼒開発機構 （OECD）、国際
連合教育科学⽂化機関（UNESCO）など各種国際機関に感謝する。 
 
25. さらに我々は、デジタル経済作業部会における将来の作業に対する、エンゲージメ
ントグループ、特に B20、C20、T20、S20、W20、J20 の、貴重なインプット及び関連する
取組にも留意する。 
 
26. 南アフリカは G20 の次期議⻑国として、G20 をアフリカに迎えることを⼼待ちに
している。 南アフリカは、デジタルデバイドを解消し、平等を推進し、⼈々の⽣活を向上
させるための包摂的で持続可能な開発を⽀援するために、過去の議⻑国としての成果の上
に積み上げていく意向である。  従って、我々は、南アフリカが AI、デジタル公共インフラ
の導⼊、MSME ⽀援のためのデジタル・イノベーション・エコシステム、普遍的で意味の
ある接続性をさらに推進させるための各種施策というテーマで取り組む計画を歓迎する。 
 
27. 我々はここにデジタル経済作業部会の付託事項を更新すると共に、同⽂書に概説
された⽬的のさらなる推進というコミットメントを再確認する。 


